
　二等辺三角形

１

　  　　  　　  、

解説

    

  

　  

  より　
 




　より　

　

　

２

　△と△において

　　　共通な辺だから、…①

　　　より　…②

　　　、はそれぞれ、の中点でだから、…③

　　　①②③より、辺とその間の角がそれぞれ等しいので△△

　　　よって、対応する角の大きさは等しいから、

解説

３

　△と△において、

　　　仮定より　　…①

　　　△は正三角形だから　　…②

　　　　　　　　　　　　　　　　…③

　　　①②③より、辺とその間の角がそれぞれ等しいので△△

　　　よって、対応する辺の長さは等しいから、

解説

　直角三角形、定理の逆

１

　△△　　①

解説

　

２

　△と△において、

　　　共通な辺だから　　…①

　　　仮定より　　…②

　　　　　　　　　…③　

　　　①②③より、直角三角形の斜辺とつの鋭角がそれぞれ等しいから、

　　　△△

　　　よって、対応する辺の長さは等しいので、

解説

３

　  ならば、△△である。　

　　　  がの倍数ならば、はの倍数である。　

解説

ある定理の仮定と結論を入れかえたものを、その定理の逆という。

　平行四辺形

１

　  　　  　　  　　  

解説

  

  





  

  

２

　四角形において、

　　　仮定より　　…①

　　　　　　　　　…②

　　　②より　錯角は等しいので　　…③

　　　①③より　　…④

　　　よって、同位角が等しいので　　…⑤

　　　②⑤より、組の対辺がそれぞれ平行であるから、

　　　四角形は平行四辺形である。

解説

３

　四角形において、

　　　仮定より、　…①

　　　　　　　　　…②

　　　②より、錯角が等しいので、　…③

　　　①③より、　…④

　　　よって、同位角が等しいので、　…⑤

　　　②⑤より、組の対辺がそれぞれ平行であるから、

　　　四角形は平行四辺形である。

解説

　特別な平行四辺形、平行線と面積

１

四角形 台形 平行四辺形

長方形

ひし形

正方形
② ④

③

①

①

③



解説

２

　  △　　  △

解説

    より、△△

　△△△

　△△△

　よって、△△

３

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ



解説

等積変形の作図

①を通り、に平行な線をひく。

②①の線との延長の交点をとする。

③とを結ぶ。
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　１次関数と図形

１

　

解説

点の座標がより、座標は

点の座標は点と同じより、座標は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

線分の長さ

線分の長さ 点の座標  点の座標

　　　　　　

　　　　　　

四角形が正方形になるのは、のときだから、





　　

　　

２

　    　　  





解説

  は平行四辺形なので、

　点の座標は、

　　　座標は、

  の中点をとすると、 
 



 


 

　直線の切片は、傾きは








　よって、





　直線は点  と点  を通るので、

　　　
 …①

  …②

　　　①を②に代入　

　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　　　




３

　 

解説

四角形△△

　　　△△△

よって、四角形△となるには、△△となればよい。

したがって、であればよい。

直線の傾きは、
 

 






直線の傾きもとなればよい

直線は点  を通るので、  

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

よって、直線は

これが点を通る。

点の座標はだから、

　　　　　　　　　　

よって点の座標は 
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